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図４展示ケースの作成（大里小・中学校）
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図５三次元形状計測による記録の例（大里小・中学校の石斧）
物の現在の状態を正確に記録することができ，そのデジタルデータを保存することで．複製が
可能になり，活用の幅を広げることができる。将来の万が一の破損･紛失に備える意味もある。
このような現地での調査・取り組みを重ねるにつれて，住民の認識が高まっており，住民か
ら遺跡・遺物等に関する積極的な情報提供を受けることができるようになってきた。これは現
代的なパブリック考古学としてはごく初歩にすぎないが，遺跡・遺物等が歴史を知る受重な物
的証拠であるという認識が住民に芽生えつつあることは，ひとまず歓迎すべきことといえる。
5．新しい博物館活動モデルの構築のために
今後，「極小規模離島村」における博物館活動の仕組みを構築する研究を進めていく予定で
ある。さしあたり，地元の考古遺物や遺跡，歴史盗料，民俗賓料などが利用できる資源である
が，その掘り起し作業と，地元での展示活動を住民と共同して実施する計画にしている。筆者
らは，通常のテイーチングパッケージのような他地域の物を島に持ち込むのではなく、地元の
盗源を活用することが重要と考えている。これまでの活動において，埋もれた文化財等が多い
という感触が得られており，住民が知らない，意義がわからないという場合でも，地元出土の
個人蔵資料を調査してその意義が住民に了解されると，俄然，興味と意欲を喚起した例に多く
巡遇している。もし，自らの資料を自ら皆の前で展示・解説できれば，コミュニティ内でのコ
ミュニケーションの活発化，コミュニティの柄性化等，効果が大きいと考えられる。前述のよ
うに小学校で挨をかぶったままであった考古盗料の111:繋理や展示ケースの製作，パンフレット
作成等の実践活動を行う中で，・博物館活動に対する淋在的ニーズがあることが実感的に把握さ
れた。このような取り組みが「博物館活動」であるとの認識を，住民に求める必要性は少なく
とも現段階ではないと考えており．「烏にあるものが実は大事な資源だった｣，「これからも大
切にしていこう」，といった認識に至ってもらえることがまずは重要であると考える。また，
無形の文化的資源については．今の高齢者が伝統を保持する溌終世代で，今がその掘り起こし
と意義づけの最後のチャンスである。聞く姿勢を持てば．喜んで教えてくれるということもこ
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れまでの経験から実感していることである。多くのコミュニティにおいて，有形文化財もさる
ことながら，時間とともに無形文化財が失われてきた。現在，目の前にあるこれらの資源を記
録・保存という意味においても，こうした作業は急務であり，併せて実施する必要があろう。
離島村の抱える問題解決への一助ともなる普及可能な博物館活動のモデル構築の必要性は高
い。他地域の文化や重要文化財等へのアクセスも大切ではあるが，むしろ地元の埋もれた文化
的資源を掘り起こし．その意義づけや深い理解を通じて誇りやアイデンティティの回復につな
げ活力を取り戻すことは，離島村にとって最も必要な博物館活動であると考える。ただし，こ
れは自民族中心主義や偏狭な地域主義ではなく，欧米の先行例が示唆するようにそれを超越し
たものであると理解し，実践を行っていくべきであると考えている。
今後の筆者らの研究における最大の目的は，このような博物館活動をいかに「持続的に」維
持できるかという点での検討とそのシステムの構築である。提供する側と提供を受ける側とい
う単純な関係に基づく活動で，維持を期待することは難しい。地域振興に関しては，筆者らが
フイジーやタイで実施した現地調査では．資金援助や物的援助だけでは多くが不成功に終わっ
た例を確認しており，博物館活動でも地域住民による主体的活動こそが必要と考えられる。例
えば，タイ北部のある土器製作村では，日本のＯＤＡによる援助を受け，電動鞭篭など新しい
機器や設備が導入された。これらの導入により新しいOTOＰ製品（2001年よりタイ政府が都
市部と農村部の収入格差や貧困を解消する目的で行った政策である，タイ版の一村一品運動
｢OneTambonOneProduct｣）の開発を目的とされていたが，数年後にはそうした新しい設備
の使用をやめ，伝統的手法での生産を行っていることが確認されている（徳津・小林2008：
31)◎これは，タイの土器製作村の各所で見られる現象であり，地元のニーズや需要．コスト
を十分に考慮しない外からの援助は，しばしば失敗している。一方，経済的な自立に成功しつ
つある村においては，伝統的な手法が失われ，本来の伝統的土器作りが消滅しつつある現状も
確認した。これはごく一例であるが，地域活性化という意味においても博物館活動の持続的な
維持・発展の仕組み作りは重要である。したがって，初期の段階では外部研究者等が強く介在
しても，後には住民が自立して質の高い活動を継続できる長期持続可能なシステムへと段階的
に進行させる必要があることは，本研究で特に配慮しておくべきことであろう。
また，副次的な効果として期待することは，これらの活動が住民間のコミュニケーションを
さらに豊かにすることである。文化財を通じた会話が日常的に行われることの効果は大きいと
思われる。さらに，一部はすでに述べたが，文化財を媒介して住民間だけでなく，住民と筆者
らとの間で会話が行われ，その詳しい情報を我々に惜しみなく提供してくれるという場面にも
多く出会っている。
さらに，今後住民と共同して行う展示活動を実現する中で，児童・生徒の参加も促すことに
なっている。幸い，各方面の理解は得られている。これまでの活動で，黒島ではかつて歴史．
考古学に関心のある教員が在島していたころの教え子で，現在も島内で暮らす人のなかには，
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熱心に遺跡の発見に努めている人や，時折偶然に出土する遺物を目にとめ採集して学校に届け
る人などが複数存在する。竹島でも同様な経験をもち，今も文化財に関心をもつ人がいる。ま
た，薩摩半島の西方に位置する下甑島でも同様な人に出会った。これらは，子どものころの経
験が生涯にわたって影響し続けることを雄弁に物語る好例であるといえる。こうしたことから
も，児童・生徒らが早期に博物館活動に関係することは，パブリック考古学の実践というよう
な派手なものではないとしても，生涯において質の高い博物館ユーザーとなる契機となると期
待できる。中学卒業後には島を出ざるをえない児童・生徒にとって，そうした経験が育った島
へのより深い理解をもたらすとともに，そのことが自らの自信につながればという願いも本研
究にはある。
なお，埋もれた資源は将来的に観光資源としての利用も十分に考えられるであろう。発掘調
査された遺跡や，天然記念物に指定された植生などの観光資源としての活用の糸口を，博物館
活動を通じて住民が見出すことができれば，それも大きな成果となるであろう。
６．おわりに
本研究の目的は，「自前」の資源を持った博物館活動の実践と，それらがもたらす地域活性
化の実践という面と，博物館のアウトリーチ活動の恩恵を受けづらい，受けられない“極小規
模離島村”に代表される地域での博物館活動の在り方を検討することである。これらの目的に
沿って，実践を行い，新しい活動モデルの櫛築を目指して取り組んでいくつもりである。また，
この取り組みは，住民の誇り・アイデンティティの回復につながる埋もれた文化資源の掘り起
こしや，それらの意義づけなど，住民自身による広義の博物館活動を通じて，小規模離島村特
有の諸問題への解決の一助となることを視野に入れつつ遂行し，離島村において質の高い活動
が長期的に持続可能となるような自立的システムの段階的構築を図り，多くの地域にも実際に
適用可能な本格的データを得ようとするものでもある。そのためには，印象にとどまらず，効
果の客観的な把握に努めていくつもりである。
三島村における高齢化を考えれば，調査・聞き取りは緊急性が高い。そうした中で本研究を
実施することは困難なことも多いが，可能な限り早急かつ着実に実施していきたい。また，博
物館活動については，特段の施設がないところで実施することにも意義があると考える。地元
小中学校等の既存施設の一部を一種の博物館化することが最も現実的であろう。なお，三島村
では，全世帯への光ケーブルの敷設が完了している。行政としてデジタルデバイド対策となり
うるインフラ整備を実施していることは，重要である。このような状況を有効に活用しながら
も，博物館活動としての在り方を問う本課題においては，ＩＴの利用に重心を置きすぎない新
たな在り方を模索していきたいと考えている。
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